
展示解説シート　No.117

●主　催／福井市立郷土歴史博物館
●会　場／第 I部 １階松平家史料展示室
　　　　　第Ⅱ部 ２階企画展示室
●会　期／平成30年9月22日（土）
　　　　　　　　 ～11月4日（日）
●休館日／１０月１日（月）、１５日（月）

　福井国体の開催と明治維新150年を記念して、明治時代の皇室の活動を起点に、第I部
において皇室と越前松平家の歴史を、第II部において帝室技芸員による明治美術工芸の
精華を展示いたします。

　日本が近代へと新たな国の歩みを進めた明治時代、皇室も新たな歩みを始めました。
　明治維新において大きな功績を残した旧福井藩主松平春嶽（1828～1890）は、麝香間祗候として
明治天皇に近侍し、華族の重鎮として皇室を支えました。また春嶽の実子慶民（1882～1948）は大
正・昭和天皇に仕え、最後の宮内大臣、宮内府長官を勤め、昭和天皇の全国巡幸にも従いました。

第Ⅰ部 皇室と越前松平家の名宝第Ⅰ部 皇室と越前松平家の名宝

松平春嶽略歴（1828～1890）

文政11年9月2日徳川御三卿の一、田安家に生まれる

天保9年9月11歳で福井藩16代藩主就任

安政5年7月隠居急度慎の処分を受け、糸魚川藩松平茂昭福井藩17代藩主就任

文久2年7月政事総裁職に就任、政界に復帰

慶応3年12月朝廷により議定に任命される、同年8月27日明治天皇即位の儀に出席、同

年9月8日明治改元式に出席、同年9月26日正二位昇叙、明治2年8月民部卿、大蔵卿、大

学別当兼侍読を歴任

同3年7月麝香間祗候就任、同6年12月19日明治天皇真崎邸行幸、同12年1月29日明治

天皇より『徳川礼典録』編纂御下命、同15年1月27日明治天皇に『徳川礼典録』を献上、

花瓶一対下賜、同21年9月叙従一位、同23年6月2日薨去

松平慶民略歴（1882～1948）

明治15年3月13日松平慶永の嫡男として生まれる

同35年10月英国へ渡り、同38年オックスフォード大学入学

同39年8月越前松平家相続解除の認可を得る、同年9月父春嶽の勲功により子爵受爵、

一家を創立、同41年同大卒業、同42年英国より帰国

大正元年10月宮内省侍従就任、同6年6月春嶽公記念文庫創設、昭和5年9月17日式部

次長、同9年7月17日式部長官、同20年7月9日宗秩寮総裁、同21年1月16日宮内大臣、

同22年5月3日宮内府長官を歴任、同23年7月18日死去

じゃこうの  ま  しこう



明治期に任命された帝室技芸員一覧　（第1回～8回）

分野
陶工
陶業
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織物
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洋画
彫刻
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建築
篆刻
図案
写真

氏名
清風与平
宮川香山
涛川惣助
並河靖之
伊達弥助
川島甚兵衛
加納夏雄
海野勝珉
鈴木長吉
香川勝広
池田泰真
川之辺一朝
月山貞一
宮本包則
柴田是真
狩野永悳
守住貫魚
森寛斎
田崎草雲
橋本雅邦
幸野楳嶺
野口幽谷
滝和亭
岸竹堂
山名貫義
川端玉章
荒木寛畝
熊谷直彦
望月玉泉
野口小蘋
今尾景年
黒田清輝
石川公明
高村光雲
竹内久一
伊藤兵左衛門
中井敬所
岸光景
小川一真

明治 大正元年 昭和元年
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※グラフは帝室技芸員任命期間。任命期間は没年と一致するが、生年とは一致しない。
※本展では、第1回～6回（明治23年～37年）までの任命作家を中心に展示している（出品作家はブルーで表示）。
※樋口秀雄「帝室技芸員制度－帝室技芸員の設置とその選衡経過」『MUSEUM』202号,1962/伊藤嘉祥氏作成年表/『華ひらく皇室文化』p.184, 2018を参考に作成。
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　一方、日本美術の世界においては、内国勧業博覧会や万国博覧会への参加を通して、西欧と伍す
る中で、新たな「日本美術」が産み出されていきました。明治23年に設置された帝室技芸員制度では、
皇室（帝室）による日本美術の保護と奨励を目的として、多分野の美術家が選ばれました。皇室による
御買上や御下命、献上、臣下への下賜により日本美術の振興は促進され、越前松平家伝来の天賜品
からも、その様相をみることができます。また、そのような時代を、福井出身の画家島田墨仙や三国出身
の彫刻家山田鬼斎らは、帝室技芸員とともに生き活躍しています。

第Ⅱ部 明治美術のきらめき第Ⅱ部 明治美術のきらめき

●次回の展示
企画展　

旧市立図書館と近代福井のあゆみ
11月7日(水)～平成31年1月14日（月）

「展示解説シート　No.117」

福井市立郷土歴史博物館
〒910-0004 福井市宝永3丁目12-1
電話 0776-21-0489　FAX 0776-21-1489
担当 ： 佐々木佳美　印刷╱小川印刷（株）

平成30年9月22日発行

関連イベント

■日時／9/22（土）、9/24（月・祝）、9/30（日）、10/6（土）、10/14（日）、10/20（土）、10/28（日）、
　　　　11/3（土）、11/4（日）　　　　　　　　　　　　　　いずれも午後2時より1時間程度

ギャラリートーク （担当学芸員による展示解説）

■日時／9月23日（日）午後2時～3時　■場所／当館2階講堂 当日先着80名　※要特別展半券
記念講演会 「歌会始 和歌披講」　越前松平家第20代当主・松平宗紀氏

■日時／10月7日（日）午後2時～3時半　■場所／福井県国際交流会館　観覧料500円 定員150名
実演会 「明治の宮廷装束 着装実演会」　民族衣装文化普及協会

■日時／10月8日（月・祝）午後１時半～４時　■場所／当館2階講堂　無料
福井大学生によるワークショップ 「明治の宮廷装束 着装実演会」

■日時／10月21日（日）午後2時～3時半　■場所／当館2階講堂 当日先着80名　※要特別展半券
講演会 「松平慶永の『明治』」　愛知学院大学非常勤講師　久保正明氏


